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 東京港のコンテナ貨物は、平成 6年当時 FTベースで５大港中第 4位(神戸,横浜,名古屋,東京,大阪)で
あったが、その後急増して平成１０年に第１位となり、以後おおむね順調に推移してきた。最近は増

加ペースが停滞し、TEUベースでは第１位を保持しているが、FTベースでは平成１９年時点で横浜、
名古屋に次ぐ第３位の位置にある。東京港のコンテナがこのように急激に増加した後、停滞に転じた

原因はどこにあるのだろうか。 
 この問題を究明することは、東京港の今後の動向を考え、施設の整備と運営の在り方を考える上で

重要なヒントを私たちに提示すると思われる。 
 こうした視点に立って、私たちは２００２年から２００８年の東京港及び５大港のコンテナ物流の

経年的数値を下記のとおり整理・作表し、ここから読み取れる傾向をコメントとして付しました。 
 本資料は、ホームページに新しいサイトを開き掲示しましたので、是非ご覧ください。 
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表１ 東京港取扱貨物量推移表 

(FT ﾍﾞｰｽ) 
表２ ５大港ｺﾝﾃﾅ貨物推移表 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 
表３ ５大港ｺﾝﾃﾅ貨物推移表 

(FT ﾍﾞｰｽ) 
表４ ５大港輸出ｺﾝﾃﾅ貨物経年推移 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 
表５ ５大港輸入ｺﾝﾃﾅ貨物経年推移 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 
表６ 横浜港・東京港ｺﾝﾃﾅ貨物推移 

比較表      (TEU ﾍﾞｰｽ) 
表７ 東京港 航路別ｺﾝﾃﾅ推移 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 
表８ 横浜港 航路別ｺﾝﾃﾅ推移 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 
表９ 東京港・横浜港ﾀｰﾐﾅﾙ別対比表 

(TEU ﾍﾞｰｽ) 



 
 例：表６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例：表９ 

 
 
 
 
 
 
                                             
『鉄鋼スラグ製品等が東京港の水辺環境の改善に 

及ぼす効果に関する調査研究』の報告書発行 
 
 平成２０年度に引き続き実施した調査研究の２１年度報告書が出来
ました。 

鉄鋼スラグ製品が東京港の水辺環境の改善に及ぼす効果について、

平成２０年度、実海域に鉄鋼スラグ製品を設置し、水質、底質、生物

生息状況や海藻の生育状況についての調査を行いました。２１年度は

２０年度に調査できなかった春季の調査を実施し、２０年度調査結果

と合わせて通年データーとして、その効果を技術評価委員会で検討し

ました。 
調査結果は報告書を貸し出しますのでご参照ください。     



      『コンテナ埠頭の環境対策』   東京港埠頭株式会社

        

東京都では、昨年６月、「地球温暖化対策計画

書制度（環境確保条例）」が改正され、都独自に

大規模事業所への温室効果ガス排出総量削減義

務と排出取引制度が導入されることとなりまし

た。当社が管理・運営するコンテナ埠頭もこの

対象となり、削減目標の達成には、大変な努力

が必要とされますが、関係者の協力も得て、�電

力回収装置付きコンテナクレーンへの更新 �ハ
イブリッド型トランスファークレーンの導入 �
太陽光発電設備の設置など、積極的に対応して

いきたいと考えています。これらを通じて当社

は、コンテナターミナルにおける環境対策のフ

ロントランナーとなることを目指し、CO2削減に

力を注いでいきたいと思います。

 
◇電力回収装置付きクレーン（インバータ制御）への更新 
 コンテナクレーンの更新・増設時に、既存のサイリ

スタ制御方式（直流電動機使用）からインバータ制御方

式（交流電動機使用）に変更しています。これにより、

巻下げ時の電力回生や力率の改善を図り、消費電力を

約 30％削減することが可能となりました。回生電力は
他のコンテナクレーンやターミナル施設の電力として

活用しています。 
 今後も、コンテナクレーンの更新・増設・改修時に

は、随時導入を図っていきます。 
 

【導入実績】 
 平成 14年度 大井埠頭第５バース 2基
 平成 16年度 青海埠頭第３バース 2基
 平成 18年度 大井埠頭第１バース 1基
平成 20年度 大井埠頭第５バース 1基

 
 

電力回収装置付きクレーン（インバータ制御）
 
 

 
◇ハイブリッド型トランスファークレーン 
トランスファークレーンの更新時に、従来のディーゼルエンジン

式からハイブリッド式にシフトするよう設備所有者に検討いただき、

埠頭の環境対策を推進しています。 
 

ハイブリッド型トランスファークレーン  
【導入実績】 
 平成 18年度 日本郵船株式会社 1基
 平成 19年度 川崎汽船株式会社 2基
 平成 20年度 日本郵船株式会社 2基
平成 21年度 川崎汽船株式会社 1基
平成 21年度 株式会社商船三井 2基

 
 
 
 
 
 
 
◇太陽光発電システムの導入 

 ㈱商船三井と国際コンテナターミナル㈱により、

2007 年に大井コンテナターミナルのゲート棟と洗車
棟の屋上に太陽光発電パネル 1,200枚（計 1,600㎡）
が設置されました。発電容量は管理棟消費電力の約

30％に相当します。 
 
  

㈱商船三井 社内報 HPより 
 



   『持続可能な港湾』 盛野 政晴 
  

オランダ、ロッテルダム港のマースフラクテ

整備計画が、着々と進行中であるとの同港発表

が報じられた (worldmaritimenews Nov.13, 
2009)。マースフラクテ計画は、ロッテルダム
港マースフラクテ地区沖合に新たな埋立地約

1,000ha を造成し、コンテナターミナル及び関
連施設を整備するものである。発表によると、

2008 年９月に着工、既に四分の一強の埋立が
進み、2010 年春にはコンテナターミナルの岸
壁整備に着手する。並行して、既存港湾地区と

接続する道路・鉄道橋梁その他関連施設の整備

も進められて、コンテナターミナルは 2013 年
の共用を予定しているとのこと。発表には、防

波護岸の設計にこらした工夫や、環境対策、モ

ニタリング調査等のほか、埋立に用いる海底砂

の浚渫の際、マンモスの骨や、第二次大戦時に

投下された爆弾がしばしば出てくる話などもあ

って、東京港の埋立工事を思い出させてくれ

る。 
 一番に述べているのが、計画の推進について

であり、現下の経済状態にかかわることなく建

設は計画通り着実に運んでいくとの見通しを強

調している。この数日前、海事新聞に同港の港

勢が報じられているが、それによると今年１～

９月の貨物取扱量は前年同期比１２％減(2 億
8,300 万トン)、うちコンテナは１２％減(7,300
万トン)、個数で１３％減(720万 TEU)となって
おり、同港も世界的なコンテナ輸送縮小傾向の

例 外 で は な い 。 最 近 の 調 査 報 告 (OCDI 
quarterly 78/2009)を見ても、同港のコンテナ
ターミナルのプロダクティビティは現時点で決

して低くはないが、かといってユーロマックス

ターミナル、デルタターミナルを擁するコンテ

ナ施設群は我々の眼には、まだゆとりがありそ

うに見えてしまう。にもかかわらず、新たな建

設に向かう同港の姿勢には「必要なものは必要」

といった確たる信念が感じられる。 
 ところで東京港は、開港以来満を持して港湾

整備に取り組み、埋立地の開発とあいまって、

港勢の拡大にまい進してきた。今日、世界の貨

物の流れ、船社の動向等を注視しつつ整備の方

向が様々に議論されるのも東京港がやっと一定

の機能を果たすことが出来る様になった証とも

いえよう。こうした時、ロッテルダム港が港湾

運営の課題の柱として「持続可能」という言葉

を示しているのは参考になる。東京港において

は、もはや沖合展開の余地は無く、ターミナル

の更新やうってがえを行うゆとりも極めて少な

い。そのことを踏まえて中防外・新海面の戦略

的整備が行われなくてはならない。また、今後

の港湾では環境への配慮が「持続可能」性を左

右する大きな要素となる。その点、東京港には

海上公園条例による環境整備や、羽田沖浅場造

成など先進的に環境問題に取り組んできた

DNAがある。CO2削減に向けた電力供給や鉄道

利用など、取り付きにくい問題にこそ果敢に対

応していく必要がある。 
３年も前になってしまったが、広大なロッテ

ルダム港のあちこちに発電用風車が林立してい

たのを思い出します。

 
 
               事務局長  大 野 

               事 務 局  清 水 
 

  

本年はエコ減税やエコポイント制度の導入、

鳩山内閣の二酸化炭素の 25％削減宣言、COP15
の会議開催など環境問題に話題が集中していま

す。本号の「コンテナ埠頭の環境対策」の記事に

もあります埠頭での対策やコンテナ船の風力や

泡を利用した省エネ対策等港湾を取り巻く環境

対策

NPO
調査

査へ

の皆様

 

マースフラクテ２ 

現在のロッテンダム地域プロジェクト 

750 ヘクタールの新しい自然・レクリエーション地域 
皓一郎  090-6018-1013 

武 雄  090-3427-0370 

も強くその実施が求められています。当

でも従来から取り組んでいる水域環境改善

研究を引き続き実施するとともに新たな調

の取り組みを検討して行きたいので、読者

の提案をお待ちしています。


